
　本書『NEW外科学』の序論で外
科の歴史～外科の特殊性～医療の倫
理と展開する執筆者の「外科学に対
する思い」を楽しんで拝読した．常
日頃，外科医の日常で考えているこ
とを見事に論じており，これからの
若い世代の外科医や医学生に読んで
もらいたい内容である．
　外科学教科書を評価する場合に，
私はまず総論の内容に目を通す．本
書においては，総論は全体の 3分の
1を占める充実したものとなってい
る．しかし，外科学教科書における
総論には，現場の外科医療に役立つ
ようにコンパクトにまとまっている
ことと同時に，基礎医学のおさらい
をかねて理解を助ける工夫の 2点が
必要である．もちろん，外科医に限
らず一般の臨床医が常に理解してお
く必要がある範囲を超えての学問の
広がりは，各医学領域の専門書に委
ねるべきであり，このあたりのバラ
ンスが教科書には必要となる．今回
の第 3版では，「免疫」，「腫瘍」，「臓
器移植」，「人工臓器とME」に多く

の紙面が割かれている．最近の医療
の進歩に対応する改訂であり，この
くらいの知識の増加は，今後の外科
医療の発展についていくためにも一
般の外科医にも必要とされるもので
ある．
　各論は，臓器別の構造と機能，検
査法を展開した後に個別の疾患に入
れるように順序立てされ，理解し易
いスタイルとなっている．特に，構
造の説明にはわかり易い図がふんだ
んに使用されており，多くの外科的
疾患を有機的に理解するための大き
な助けとなる．各臓器の構造と機能
を理解しないで，疾患の診断と治療
を覚えても表面的な外科学の理解に
とどまり，応用の効く本質的な理解
とはならないためである．本書の特
徴のひとつは，重要な疾患の最初に
「ポイント」を配置していることであ
る．「ポイント」には各疾患の基本病
態コンセプト，診断治療における最
重要事項が簡潔に記載されており，
くり返し「ポイント」に目を通すこ
とによって，単なる暗記ではなく生

きた知識として理解できる仕組みと
なっている．また，本書には各種ガ
イドライン，取扱い規約，学会の診
断基準が，必要に応じて配置されて
いる．各種外科疾患の診断治療は日
進月歩であるが，現状における診断
と治療の重要なコンセプトを理解す
るためにはガイドラインや取扱い規
約が適所に配置されていることが効
果的である．また，臨床の現場にお
いて本書を参考にする場合にも非常
に役立つものと思われる．
　本書は外科学の本流にあるコンセ
プトを理解しながら，知識を有機的
に増やしていき，診療の現場でも役
立つ教科書である．医学生，外科修
錬医だけでなく，これまでの経験の
ある指導医にも読んでいただきたい
ものである．

●B5/頁 972/2012年/定価 9,975円

（本体 9,500円＋税 5％）

［ISBN978‒4‒524‒22239‒1］

南江堂　刊

1214	 臨外　第 67 巻　第 9号・2012 年 9 月

出月康夫，古瀬　彰，杉町圭蔵（編）

NEW外科学（改訂第 3版）

上本伸二
京都大学医学研究科肝胆膵・移植外科学

©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

01
2

2026/09/16 05:40:15


